
【
ポ
イ
ン
ト
】

＊
「
身
元
保
証
人
が
い
な
い

こ
と
を
理
由
に
入
院
を
断
ら

れ
た
」
等
の
行
政
相
談
を
契

機
と
し
て
、
身
寄
り
の
な
い

高
齢
者
の
病
院
へ
の
入
院
や

介
護
保
険
施
設
へ
の
入
所
の

際
の
身
元
保
証
人
の
取
り
扱

い
の
実
態
調
査

＊
調
査
の
結
果
、
病
院
・
施

設
が
身
寄
り
の
な
い
高
齢
者

の
受
け
入
れ
に
関
し
て
困
っ

て
い
る
こ
と
や
、
受
け
入
れ

に
当
た
っ
て
の
具
体
的
な
取

り
組
み
の
実
態
把
握

＊
こ
れ
ら
を
「
結
果
報
告
書
」

に
ま
と
め
る
と
と
も
に
、

「
意
見
要
望
書
」
を
作
成
し
、

今
後
の
検
討
の
参
考
に
し
て

も
ら
う
た
め
、
市
町
村
や
関

係
機
関
等
に
送
付

＊
「
事
例
集
」
は
、
調
査
し

た
病
院
・
施
設
か
ら
の
「
具

体
的
な
取
り
組
み
事
例
を
知

り
た
い
」
と
の
ニ
ー
ズ
を
踏

ま
え
、
病
院
等
に
参
考
送
付

調
査
対
象
：
地
方
公
共
団
体

(

埼
玉
県
、
東
京
都
、
神
奈

川
県
、
10
市
区
町
村)

、
医

療
機
関(

国
立
大
学
法
人
、

独
立
行
政
法
人
、
公
的
病
院
、

民
間
病
院)

、
介
護
施
設
、

関
係
団
体(

県
、
市
区
町
村

社
会
福
祉
協
議
会
、
有
料
老

人
ホ
ー
ム)

調
査
期
間
：
令
和
３
年
10
月

～
令
和
４
年
３
月

調
査
実
施
部
局
：
関
東
管
区

行
政
評
価
局
、
東
京
、
神
奈

川
行
政
評
価
事
務
所

【
調
査
の
背
景
】

〇
近
年
、
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
が
増
加
、
入
院
や
施
設

入
所
の
際
に
、
身
元
保
証
人

が
立
て
ら
れ
な
い
高
齢
者
も

増
加
の
見
込
み

〇
厚
生
労
働
省
は
、
身
元
保

証
人
が
い
な
い
こ
と
だ
け
で

入
院
、
入
所
を
拒
否
す
る
こ

と
が
な
い
よ
う
に
通
知
。
ま

た
身
寄
り
が
な
い
人
の
入
院

支
援
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
作
成

〇
し
か
し
、
当
局
の
行
政
相

談
に
は
、
依
然
と
し
て
「
入

院
時
の
身
元
保
証
人
が
い
な

く
て
困
っ
て
い
る
」
な
ど
の

相
談
あ
り

【
調
査
の
概
要
】

〇
調
査
の
目
的
：
病
院
・
施

設
に
お
け
る
身
元
保
証
の
実

態
や
、
身
寄
り
の
な
い
高
齢

者
に
関
す
る
取
り
組
み
事
例

や
課
題
を
把
握
し
、
関
係
行

政
の
改
善
に
つ
な
げ
る
こ
と

を
目
的
と
す
る

〇
調
査
方
法
：
①
病
院
・
施

設
に
対
す
る
意
識
等
を
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査

②
病
院
・
施
設
・
行
政
機
関

等
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

調
査
対
象
数
：
２
０
２
２
か

所(

抽
出)

病
院
・
７
８
４
か

所

施
設
・
１
２
３
８
か
所

有
効
回
答
数
：
１
２
５
３

か
所
（
４
７
１
病
院
、
７
８

２
施
設
）
回
収
率
62
・
０
％

調
査
で
使
用
し
て
い
る
用
語

「
身
元
保
証
人
」
・
・
保
証

人
、
身
元
保
証
人
、
連
帯
保

証
人
な
ど
の
名
称
を
問
わ
ず
、

病
院
・
施
設
で
習
慣
的
に
用

い
ら
れ
て
い
る
「
身
元
保
証

人
」
を
指
す

「
身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
」
・
・

家
族
や
親
族
の
有
無
を
問
わ

ず
、
様
々
な
事
情
に
よ
り
入

院
・
入
所
に
身
元
保
証
人
が

立
て
ら
れ
な
い
高
齢
者
を
指

す【
主
な
調
査
結
果
】

１
・
身
元
保
証
人
が
用
意
で

き
な
い
場
合
の
対
応

《
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
わ
か
っ

た
こ
と
》

＊
病
院
・
施
設
の
９
割
以
上

が
、
入
院
入
所
の
希
望
者
に

身
元
保
証
人
を
求
め
て
い
る

＊
身
元
保
証
人
が
い
な
い
場

合
は
・
・
・(

複
数
回
答)

・
「
入
院
・
入
所
さ
せ
る
」

を
選
択
し
た
病
院
・
施
設
は
、

３
・
５
％

・
「
入
院
・
入
所
を
お
断
り

す
る
」
を
選
択
し
た
病
院
・

施
設
は
、
15
・
１
％

・
「
必
要
な
場
面
ご
と
に
個

別
対
応
す
る
」
を
選
択
し
た

病
院
・
施
設
は
、
60
・
３
％

・
身
元
保
証
人
の
代
わ
り
に
、

「
成
年
後
見
制
度
」
や
「
身

元
保
証
会
社
」
の
利
用
を
求

め
る
15
・
６
％

病
院
・
施
設
の
意
見
・
要
望

・
入
院
・
入
所
時
の
対
応
に

つ
い
て
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ

れ
ば
欲
し
い
。

・
支
援
困
難
な
ケ
ー
ス
へ
の

対
応
例
を
知
っ
て
参
考
に
し

た
い
。

・
ど
の
よ
う
な
支
援
策
が
あ

る
か
情
報
を
提
供
し
て
ほ
し

い
。

自
治
体
の
意
見
・
要
望

・
他
の
自
治
体
で
実
施
し
て

い
る
内
容
を
知
っ
て
参
考
に

し
た
い
。

・
他
の
団
体
と
の
連
携
事
例

な
ど
の
情
報
が
有
る
と
良
い
。

２
・
身
元
保
証
の
主
な
機
能
・

役
割
ご
と
に
み
た
対
応
の
実

態
厚
生
労
働
省
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
参
考
に
７
項
目
に
分

類
、
現
場
に
お
け
る
具
体
的

な
取
り
組
み
の
実
態
を
把
握

①
緊
急
連
絡
先
に
関
す
る
こ

と・
意
思
疎
通
が
取
れ
ず
、
連

絡
先
の
情
報
が
取
れ
な
い

・
緊
急
時
に
備
え
て
行
政
機

関
に
相
談
し
た
い
が
、
断
れ

れ
る

《
取
り
組
み
例
：
主
な
も
の
》

・
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
生

活
保
護
担
当
者
に
連
絡
を
取

り
、
本
人
に
関
り
が
あ
っ
た

人
な
ど
の
情
報
を
集
め
て
い

る
例

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
相
談
し
、
市
町
村
、
民
生

委
員
、
住
民
等
に
よ
る
会
議

を
開
催
。
緊
急
時
の
役
割
分

担
を
あ
ら
か
じ
め
確
認
・
整

理
し
て
お
く
例

②
入
院
計
画
、
ケ
ア
プ
ラ
ン

に
関
す
る
こ
と

・
本
人
の
同
意
が
取
れ
な
い
、

計
画
書
が
本
人
の
希
望
に
沿
っ

て
い
る
か
、
ど
ん
な
治
療
を

望
む
の
か
判
断
で
き
な
い

《
取
り
組
み
例
》

・
市
、
病
院
、
社
会
福
祉
協

議
会
等
に
よ
る
身
元
保
証
の

代
わ
り
と
な
る
〝
支
援
チ
ー

ム
〟
で
入
院
・
入
所
時
に
身

元
保
証
人
に
依
頼
す
る
役
割

を
分
担
す
る
た
め
の
確
認
シ
ー

ト
を
作
成
支
援
し
て
い
る
例

・
市
担
当
課
、
知
人
、
友
人

等
の
関
係
者
、
情
報
の
提
供

や
入
院
・
入
所
の
説
明
同
席

を
依
頼
し
て
い
る
例

③
入
院
・
入
所
中
に
必
要
な

物
品
の
準
備
に
関
す
る
こ
と

・
病
院
の
備
品
を
無
償
で
提

供
、
日
用
品
の
準
備
が
大
変

・
購
入
費
用
が
回
収
で
き
な

い
・
・

《
取
り
組
み
例
》

・
入
院
セ
ッ
ト
の
レ
ン
タ
ル

を
導
入
し
た
た
め
、
所
持
金

な
し
で
物
品
が
準
備
可
能
に

な
っ
た
例

・
代
金
支
払
い
を
口
座
振
替

に
し
て
費
用
を
確
実
に
回
収

し
て
い
る
例

④
入
院
費
・
入
所
費
に
関
す

る
こ
と

・
未
収
金
が
回
収
で
き
な
い

・
意
思
疎
通
が
で
き
ず
、
預

金
等
が
あ
っ
て
も
支
払
い
困

難《
取
り
組
み
例
》

・
保
証
金
を
預
か
り
、
未
収

金
の
防
止
に
効
果
を
上
げ
て

い
る
例

・
年
金
の
受
取
口
座
を
入
所

費
の
支
払
い
口
座
と
し
て
未

収
金
リ
ス
ク
を
下
げ
て
い
る

例⑤
退
院
・
退
所
支
援
に
関
す

る
こ
と

・
退
院
後
の
受
け
入
れ
先
が
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決
ま
ら
ず
、
入
院
が
長
期
化

す
る

・
市
町
村
の
協
力
が
得
ら
れ

に
く
い

《
取
り
組
み
例
》

・
病
院
と
関
係
機
関
と
の
役

割
を
記
載
し
た
手
引
き
等
を

作
成
し
て
い
る
例

・
送
り
出
す
病
院
と
受
け
入

れ
施
設
が
合
同
で
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
を
実
施
、
連
携
を
図
っ

て
い
る
例

・
自
宅
へ
の
退
院
を
支
援
す

る
た
め
に
、
外
部
機
関
等
と

連
携
し
て
い
る
例

⑥
死
亡
時
の
遺
体
・
遺
品
の

引
き
取
り
に
関
す
る
こ
と

・
死
亡
時
の
対
応
に
苦
慮

・
事
前
に
行
政
機
関
と
打
ち

合
わ
せ
が
で
き
な
い
こ
と
が

あ
る

《
取
り
組
み
例
》

・
患
者
が
亡
く
な
っ
た
際
に

関
係
者
が
と
る
対
応
を
あ
ら

か
じ
め
整
理
し
て
お
く
例

・
住
民
が
葬
祭
等
の
生
前
契

約
先
の
情
報
を
市
区
町
村
に

登
録
し
て
い
る
例

⑦
医
療
行
為
の
同
意
に
関
す

る
こ
と

・
本
人
の
意
思
確
認
が
困
難

な
場
合
、
判
断
に
迷
う

・
意
思
確
認
を
す
る
タ
イ
ミ

ン
グ
が
う
ま
く
作
れ
な
い

《
取
り
組
み
例
》

・
病
院
外
の
関
係
者(

市
職

員
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
等)

を
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
招
き
、

本
人
に
関
す
る
情
報
を
収
集

し
て
い
る
例

・
住
民
が
リ
ビ
ン
グ
ウ
ィ
ル

の
情
報
を
市
区
町
村
に
登
録

し
て
い
る
例

３
・
身
元
保
証
の
主
な
機
能
・

役
割
を
補
う
制
度
・
サ
ー
ビ

ス
の
利
用

＊
病
院
・
施
設
の
中
に
は
、

身
元
保
証
人
の
代
わ
り
に
、

成
年
後
見
制
度
や
身
元
保
証

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
入
院
・

入
所
希
望
者
に
促
す
と
こ
ろ

も
あ
る
。
成
年
後
見
制
度
に

関
し
て
、
退
院
後
の
受
入
れ

先
を
確
保
す
る
ま
で
に
長
期

間
を
要
し
、
入
院
が
長
期
化

し
て
い
る
と
の
意
見
も
あ
る
。

「
取
り
組
み
例
」
と
し
て
入

院
・
入
所
が
必
要
と
な
る
前

か
ら
、
高
齢
者
本
人
が
医
療

や
介
護
に
関
す
る
希
望
を
考

え
た
り
、
成
年
後
見
制
度
を

知
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
、

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど

に
市
が
作
成
し
た
手
帳
を
配

布
し
て
い
る
例
な
ど
が
あ
る
。

４
・
市
区
町
村
等
に
よ
る
支

援＊
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、

病
院
・
施
設
か
ら
行
政
に
対

し
て
多
岐
に
わ
た
る
要
望
が

寄
せ
ら
れ
た
。

《
意
見
要
望
の
例
》

・
何
か
あ
っ
た
時
に
、
一
緒

に
考
え
て
ほ
し
い

・
市
区
町
村
ご
と
の
対
応
を

統
一
し
て
ほ
し
い

・
困
っ
た
と
き
に
相
談
で
き

る
市
区
町
村
の
窓
口
を
知
り

た
い

《
取
り
組
み
例
》

・
市
独
自
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
作
成
、
市
社
協
、
病
院
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等

の
職
員
や
民
生
委
員
な
ど
の

関
係
者
で
役
割
分
担
を
確
認

し
て
い
る
例

・
保
健
所
管
内
の
市
区
町
村

と
中
核
的
な
病
院
が
定
例
会

を
開
催
し
、
異
な
る
対
応
を

統
一
し
て
い
る
例

・
担
当
部
署
が
複
数
に
わ
た

る
が
、
ど
の
部
署
が
相
談
を

受
け
て
も
情
報
が
共
有
で
き

る
例

【
調
査
結
果
に
つ
い
て
】

本
調
査
の
結
果
は
「
結
果

報
告
書
」
に
ま
と
め
ら
れ
、

調
査
対
象
地
区
の
地
方
公
共

団
体
、
関
連
機
関
等
に
送
付

さ
れ
て
い
る
。
同
様
の
内
容

は
、
岩
手
県
で
も
考
え
ら
れ

る
こ
と
で
あ
り
、
今
後
の
一

助
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
了

人
口
の
推
定
10
％
が
ス
マ
ホ

依
存
症
の
日
本
は
「
実
は
依

存
症
大
国
」
だ
っ
た

「
仲
間
外
れ
に
さ
れ
た
く
な

い
、
本
音
は
出
さ
ず
に
多
数

派
に
従
っ
て
し
ま
う
、
な
ど

の
疎
外
感
や
疎
外
感
恐
怖
の

病
理
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
る

日
本
人
が
多
い
」
と
、
精
神

科
医
の
和
田
秀
樹
氏
は
指
摘

す
る
。
さ
ら
に
そ
れ
は
日
本

で
一
番
多
い
心
の
病
気
「
依

存
症
」
が
深
く
か
か
わ
っ
て

い
る
と
い
う
。

『
疎
外
感
の
精
神
病
理
』(

集
英

社
新
書)

よ
り
抜
粋

２
０
１
３
年
に
和
田
先
生

が
『
「
依
存
症
」
社
会
』
と

い
う
本
を
出
し
た
が
、
そ
の

時
に
調
べ
た
と
こ
ろ
に
よ
る

と
、
日
本
の
ア
ル
コ
ー
ル
依

存
症
者
は
当
時
で
２
３
０
万

人
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
が

５
６
０
万
人(
厚
生
省
発
表)

、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
依
存
症
は

２
７
０
万
人
と
の
こ
と
で
し

た(

い
ず
れ
も
推
計
値)
。

製
薬
会
社
の
フ
ァ
イ
ザ
ー

が
全
国
の
喫
煙
者
を
対
象
に

実
施
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

調
査
に
よ
る
と
、
ニ
コ
チ
ン

依
存
症
は
、
２
０
１
４
年
の

段
階
で
１
４
８
７
万
人
と
推

定
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

重
複
は
あ
る
で
し
ょ
う
が
、

買
い
物
依
存
症
や
睡
眠
剤
依

存
な
ど
、
全
て
を
含
め
る
と
、

お
そ
ら
く
は
、
日
本
中
で
２

０
０
０
万
人
く
ら
い
の
依
存

症
を
抱
え
て
い
る
計
算
に
な

り
ま
す
。
そ
し
て
ス
マ
ホ
の

普
及
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
依

存
は
更
に
増
え
て
い
ま
す
。

Ｍ
Ｍ
Ｄ
研
究
所
と
い
う
民
間

機
関
が
、
２
０
２
１
年
10
月

に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
所
有

す
る
15
～
69
歳
の
男
女
約

６
０
０
名
を
対
象
に
「
ス
マ

ホ
依
存
と
歩
き
ス
マ
ホ
に
関

す
る
定
点
調
査
」
を
行
い
ま

し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
ス

マ
ホ
依
存
に
つ
い
て
調
査
で
、

「
か
な
り
依
存
し
て
い
る
」

と
回
答
し
た
人
が
17
・
６
％
、

「
や
や
依
存
し
て
い
る
」
と

回
答
し
た
人
が
54
・
７
％
と
、

約
７
割
が
ス
マ
ホ
に
依
存
し

て
い
る
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

歩
き
ス
マ
ホ
を
し
て
い
る
こ

と
が
原
因
で
人
や
物
に
ぶ
つ

か
っ
た
、
ケ
ガ
を
し
た
経
験

が
あ
る
人
は
11
％
と
の
こ
と

で
す
の
で
、
そ
れ
で
も
や
め

ら
れ
な
い
と
し
た
ら
、
お
お

む
ね
依
存
症
の
定
義
に
当
て

は
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

人
口
の
10
％
が
ス
マ
ホ
依
存

に
あ
た
る
と
す
れ
ば
、
ほ
か

の
依
存
症
と
合
わ
せ
て
日
本

中
の
依
存
症
の
人
は
３
０
０

０
万
人
以
上
に
な
り
、
20
％

な
ら
、
約
４
３
０
０
万
人
で

す
か
ら
、
依
存
症
は
日
本
で

一
番
多
い
病
気
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

た
だ
、
大
部
分
の
人
は
、
自

分
の
こ
と
を
依
存
症
と
自
覚

し
て
い
ま
せ
ん
。

国
立
精
神
・
神
経
医
療
研

究
セ
ン
タ
ー
が
運
営
す
る
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
「
心
の
情
報
サ
イ

ト
」
を
見
る
と
、
依
存
症
と

は
、
「
日
々
の
生
活
や
健
康
、

大
切
な
人
間
関
係
や
仕
事
な

ど
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
特
定
の

物
質
や
行
動
を
や
め
た
く
て

も
や
め
ら
れ
な
い(

コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
な
い)

状
態
」

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
要
す
る

に
仕
事
や
勉
強
に
支
障
が
出

て
い
る
の
で
や
め
た
い
の
に

や
め
ら
れ
な
い
状
態
で
す
。

例
え
ば
ス
マ
ホ
を
仕
事
や

勉
強
中
も
チ
ラ
見
し
て
み
る

こ
と
な
ど
は
、
そ
れ
が
や
め

た
く
て
も
や
め
ら
れ
な
い
の

な
ら
依
存
症
に
当
て
は
ま
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
日
本
と
い
う
国
が

依
存
症
を
生
み
や
す
い
社
会

で
あ
る
こ
と
も
そ
の
一
因
に

な
っ
て
い
ま
す
。
昔
か
ら
、

依
存
症
と
い
う
の
は
、
為
政

者
が
最
も
危
険
視
す
る
も
の

の
一
つ
で
し
た
。
た
と
え
ば
、

ア
ヘ
ン
戦
争
と
い
う
の
は
、

イ
ギ
リ
ス
が
輸
出
す
る
ア
ヘ

ン
に
よ
り
依
存
症
の
人
が
増

え
る
と
国
が
傾
い
て
し
ま
う

と
い
う
こ
と
で
、
清
国
の
政

府
が
思
い
悩
み
、
相
手
が
強

国
だ
と
わ
か
っ
て
い
な
が
ら
、

戦
争
に
踏
み
切
っ
た
の
で
す
。

法
律
を
作
る
際
も
、
麻
薬

や
ギ
ャ
ン
ブ
ル
の
よ
う
に
依

存
性
の
高
い
も
の
に
は
、
そ

れ
に
人
々
が
近
寄
ら
な
い
よ

う
に
、
売
っ
た
側
だ
け
で
な

く
、
買
っ
た
側
、
や
っ
た
側

も
罪
に
な
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
覚
せ
い
剤
な
ど
の
場

合
、
手
を
出
し
た
人
の
20
～

50
％
が
依
存
症
に
な
っ
て
し

ま
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

意
思
が
強
け
れ
ば
依
存
症
は

治
せ
る
、
と
思
っ
て
い
る
人

が
日
本
に
は
ま
だ
多
い
よ
う

で
、
た
と
え
ば
覚
せ
い
剤
依

存
で
捕
ま
っ
た
人
が
再
犯
す

る
と
「
ダ
メ
な
人
」
と
し
て

断
罪
さ
れ
ま
す
が
、
実
際
は

「
意
思
が
壊
さ
れ
る
病
気
」

な
の
で
、
意
思
が
強
く
て
も

き
ち
ん
と
治
療
を
し
な
け
れ

ば
や
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
更
に
言
う
と
、
き
ち
ん

と
治
療
を
し
て
も
治
ら
な
い

こ
と
が
多
い
病
気
な
の
で
す
。
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